令和８年度果樹研究センター公開セミナー開催要領
[bookmark: _Hlk233702452]～気候変動の影響と対策～


気候変動の影響が顕在化する中で、果樹の生育環境が変化し、夏秋季の高温によって日焼け果や裂果が多発し、その対策が喫緊の課題となっている。一方、病害虫の発生状況についても変化が認められており、中でも果樹カメムシ類においては、多くの品目を加害するため、的確な対策が求められている。
これらの課題に対し、果樹研究センターでは様々な対応策を検討しており、これまでに得られた知見を公開することで、各産地における対策技術の確立を目指す。


１　日　時　　　令和８年８月７日(金)　１３時３０分～１６時００分

２　場　所　　　果樹研究センター　３階大会議室及び試験ほ場
　　　　　　　　（松山市下伊台町1618番地）

３　参集者　　　生産者、農業団体職員、県等関係機関の職員

４　内　容

１　あいさつ（13:30～）

２　室内研修（13:35～14:35）

１）果樹カメムシ類の発生生態と防除
虫害班　研究員　魚住　暢　

２）甘平の裂果・硬化症対策
柑橘班　主任研究員　安部伸一郎

<休憩・移動　15分間>

３　ほ場研修（14:50～15:30）

１）裂果状況を踏まえた甘平の摘果方法

２）日焼け果の発生を防ぐ温州みかん・せとかの摘果方法
柑橘班担当者



